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日
本
共
産
党
埼
玉
県
委
員
会 

自
民
・公
明
に
よ
る
再
議
決
抗
議
！
ガ
ソ
リ
ン
税
の
暫
定
税
率
の
復
活
・値
上
げ
抗
議
！  

ご
近
所
の
み
な
さ
ん
、
日
本
共
産
党
で
す
。 

自
民
党
と
公
明
党
は
、
四
月
三
〇
日
、
ガ
ソ
リ
ン
税
の
暫
定
税
率
を
復
活
・
値
上
げ
す
る
た
め
に
、
租
税
特
別
措
置
法

改
定
案
な
ど
歳
入
・
税
制
関
連
法
を
、
再
議
決
・
強
行
し
ま
し
た
。 

参
議
院
で
審
議
継
続
中
の
、
再
議
決
・
強
行
で
す
。
国
民
世
論
も
、
暫
定
税
率
の
復
活
反
対
が
圧
倒
し
て
い
る
中
で
の
、

再
議
決
の
強
行
で
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
自
民
・
公
明
に
よ
る
、
暴
挙
に
対
し
て
、
き
び
し
く
抗
議
し
ま
す
。 

み
な
さ
ん
。 

ご
承
知
の
通
り
、
国
民
が
納
め
る
税
金
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
使
い
道
が
、
高
速
道
路
の
建
設
な
ど
に
限
定
さ
れ
る
の

が
、
道
路
特
定
財
源
で
す
。
そ
の
根
拠
法
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
道
路
整
備
財
源
特
例
法
と
、
ガ
ソ
リ
ン
税
の
暫
定
税
率

な
ど
で
す
。
い
ず
れ
も
、
三
月
い
っ
ぱ
い
で
期
限
切
れ
と
な
り
ま
し
た
。 

自
民
党
や
公
明
党
は
、
法
律
の
期
限
が
切
れ
る
前
に
、「
大
変
だ
、
大
変
だ
」
と
い
っ
て
い
ま
し
た
が
、
国
民
生
活
上
、

大
変
な
事
態
は
何
も
う
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

食
料
や
光
熱
費
、
交
通
・
通
信
費
な
ど
諸
物
価
が
上
が
っ
た
う
え
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
年
金
天
引
き
ま
で

始
ま
っ
て
、
暮
ら
し
が
大
変
な
お
り
、
ガ
ソ
リ
ン
の
値
下
げ
は
、
大
歓
迎
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。 

実
際
、
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
『
朝
日
新
聞
』
の
四
月
二
十
一
日
付
世
論
調
査
で
も
、
暫
定
税
率
の
復
活

に
「
賛
成
」
だ
と
い
う
の
は
、
二
十
四
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
反
対
」
だ
と
い
う
の
が
六
十
三
％
に
の
ぼ
り
ま
し

た
。 国

民
の
暮
ら
し
と
民
意
を
、
尊
重
す
る
立
場
に
立
て
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
税
の
暫
定
税
率
を
復
活
さ
せ
て
、
二
兆
六
千
億
円

も
の
大
増
税
を
押
し
つ
け
る
こ
と
な
ど
、
絶
対
に
で
き
な
い
は
ず
で
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
自
民
党
と
公
明
党
に
よ
る
、
衆
議
院
で
の
、
ガ
ソ
リ
ン
税
暫
定
税
率
復
活
・
値
上
げ
の
強
行
、
租
税

特
別
措
置
法
改
定
案
な
ど
歳
入
・
税
制
関
連
法
の
再
議
決
に
、
強
く
抗
議
し
ま
す
。 

み
な
さ
ん
。 

福
田
首
相
と
与
党
は
、
国
民
世
論
に
押
さ
れ
る
中
で
、
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
、
道
路
特
定
財
源
を
一
般
財
源
化
す
る
と
、

言
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
自
民
党
と
公
明
党
は
、
全
面
実
行
ど
こ
ろ
か
、
ガ
ソ
リ
ン
税
の
暫
定
税
率
を
復
活
さ
せ
て
、
今
後
十
年
間

も
続
け
る
た
め
の
法
律
を
、
再
議
決
・
強
行
し
ま
し
た
。 

そ
の
上
、
自
民
党
と
公
明
党
は
、
道
路
特
定
財
源
の
も
う
一
つ
の
根
拠
法
で
あ
る
、
道
路
整
備
財
源
特
例
法
改
定
案
に

つ
い
て
も
、「
一
日
も
早
く
成
立
さ
せ
る
」
と
、
合
意
し
て
い
ま
す
。 

一
方
で
、
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
を
表
明
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
高
速
道
路
建
設
な
ど
に
し
か
使
え
な
い
、
暫

定
税
率
を
、
十
年
間
も
続
け
よ
う
と
い
う
の
で
は
、
つ
じ
つ
ま
が
あ
い
ま
せ
ん
。
言
う
こ
と
と
、
や
る
こ
と
が
矛
盾
す
る
、

デ
タ
ラ
メ
そ
の
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

日
本
共
産
党
は
、
今
こ
そ
、
道
路
特
定
財
源
は
、
キ
ッ
パ
リ
や
め
て
、
福
祉
や
環
境
、
道
路
に
も
使
え
る
一
般
財
源
化

を
実
現
す
る
べ
き
だ
と
、
考
え
ま
す
。 

み
な
さ
ん
。 

自
民
党
と
公
明
党
が
、
衆
議
院
で
再
議
決
し
て
ま
で
、
ガ
ソ
リ
ン
税
の
暫
定
税
率
の
復
活
・
値
上
げ
を
強
行
し
、
道
路

特
定
財
源
に
固
執
す
る
ね
ら
い
は
、
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

政
府
・
与
党
は
、
四
月
十
一
日
に
決
定
し
た
「
基
本
方
針
」
に
、
「
必
要
と
判
断
さ
れ
る
道
路
は
着
実
に
整
備
す
る
」

と
、
盛
り
込
み
ま
し
た
。 

「
必
要
と
判
断
さ
れ
る
道
路
」
と
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
願
っ
て
お
ら
れ
る
、
身
近
な
生
活
道
路
や
通
学
路
の
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
十
年
間
で
五
十
九
兆
円
も
つ
ぎ
込
む
、
「
道
路
中
期
計
画
」
で
い
う
と
こ
ろ
の
、
高
速
道
路
や
海
峡
横

断
道
路
な
ど
で
す
。 

こ
れ
か
ら
十
年
間
も
高
速
道
路
を
つ
く
り
続
け
る
な
ど
、
必
要
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
国
民
生
活
上
、
本
当
に
必

要
な
道
路
や
橋
は
、
一
般
財
源
で
、
計
画
的
に
つ
く
れ
ば
す
む
こ
と
で
す
。 

国
は
、
こ
れ
ま
で
、
大
型
公
共
事
業
の
押
し
つ
け
と
、
地
方
交
付
税
の
削
減
で
、
地
方
財
政
を
苦
し
め
て
き
た
こ
と
を
、

も
っ
と
も
っ
と
反
省
す
る
べ
き
で
す
。 

道
路
特
定
財
源
の
、
キ
ッ
パ
リ
と
し
た
一
般
財
源
化
で
、
福
祉
や
環
境
、
生
活
道
路
の
整
備
な
ど
、
国
民
の
願
い
に
こ

た
え
る
政
治
を
こ
そ
実
現
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。「
道
路
中
期
計
画
」
は
、
キ
ッ
パ
リ
と
撤
回
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

日
本
共
産
党
が
発
行
す
る
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
が
、
政
治
改
革
の
方
向
を
、
詳
し
く
報
道
し
て
い
ま
す
。 

ご
購
読
を
お
願
い
し
て
、
お
話
し
を
終
わ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


